
選挙情勢

在ケニア日本国大使館

１．今後の主要日程

２．世論調査結果

３．投票当日に関する情報

４．投票日以後の動き



８月５日（土）選挙活動最終日
与党：ナクル郡
野党：ナイロビ郡（ウフル・パーク）

８月８日（火）投票日
８月１５日（火）までに 公式結果発表
（来週中に結果が表明される可能性も）
８月２９日（火）以降 大統領就任式

１．今後の主要日程

※９月１２日（火）にずれこむ可能性あり



２．世論調査結果



大統領候補 支持率

オディンガ前首相ケニヤッタ大統領

他６名

・Ipsos Synovate社調査 ４７％ ４３％ １％未満
（7月3日～12日）

・Infotrak社調査 ４６％ ４７％ １％未満
（7月16日～22日）

・Ipsos Synovate社調査 ４７％ ４４％ １％未満
（7月22日～30日）

・Infotrak社調査 ４８％ ４９％ １％未満
（7月27日～31日）

拮抗



ナイロビ



知事選挙
－ナイロビ郡知事候補 支持率－

エヴァンス・キデロ
ナイロビ郡知事

ＯＤＭ
(ルオ)

マイク・ソンコ
ナイロビ郡上院議員
ジュビリー党
(カンバ)

TIFA社調査 ４４％ ４４％
（7月13日～17日）



“Do you think voters will have enough confidence in the IEBC to 
manage the next general election?”: by Total, Main Political Party/ 

Coalition Alignment – Trend Analysis: April 2015 – Late July 2017
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独立選挙委員会（IEBC)に対する信頼度

Ipsos Synovate社の調査



３．投票当日に関する情報



投票者・投票所情報

１．有権者：１８歳以上のケニア国民約１,９６１万人

２．投票所：40,883箇所

３．一つの投票所における投票者最大数７００名
※学校等の敷地内に幾つもの投票所（Polling 
Station）を設置するため、一カ所に数千人が集まる。
４．前回２０１３年選挙の投票率：８６％

５．朝６時から午後５時までが投票時間

※投票所には近づかず、上記前後の時間も人の移動
に注意。

６．中央集計所：ボーマス・オブ・ケニア
（７月１日～８月３１日まで閉鎖予定）
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４．投票日以後の動き



投票結果の公表

１．各投票所において結果の貼り出し

２．独立選挙委員会（ＩＥＢＣ）のＨＰにて速報

３．中央集計所（ボーマス・オブ・ケニア）におけるテレビ中継

※前回は投票日から５日後に大統領選挙の結果を発表

※新しい技術の導入により、前回より早くなる可能性ある
ことを独立選挙委員会委員長が示唆。



１．全てが順調に進んだ場合：

８月２９日(火)大統領就任式（結果公表後１４日後の最初の火曜日）

憲法に基づくケニア大統領選挙後のシナリオ

２．選挙に負けた側が最高裁に異議を申し立てた場合（結果発表から７
日以内）最高裁は申し立てから１４日以内に判決を出す必要がある。

３．どの大統領候補者も投票の過半数の票を得られなかった場合、
もしくは２４郡以上で２５％よりも多くの票を得られなかった場合：
選挙日から３０日以内に投票率１位と２位による決選投票

②最高裁が異議申し立てを認めた場合：
判決後６０日以内に再選挙

①最高裁が異議を却下した場合：
９月１２日（火）大統領就任式（判決から７日後の最初の火曜日）


